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　本市では、安心して子どもを産み育てら
れるように、いろいろな視点から子育て支
援を行っています。現在、子育て中のお父
さんお母さん、また、妊娠・出産を間近に
控えたお母さん、不安なことや、知りたい
こと、一人で悩まずに、まずは相談してみ
ませんか。
　一人で悩まないで……

健やか
に育て

 コウノトリ支援事業（不妊治療費助成事業）　
　　不妊治療を受ける夫婦の、治療に要する費用の一部を助成します。（市民健康課対応）

 妊婦健康診査・妊婦歯科健康診査
　　妊婦健診（歯科健診）に要する費用の一部を公費負担します（最大 14 回・歯科健診は 1回）。

 こしき子宝支援事業（甑地域妊婦健康診査旅費助成事業）　　
　　甑地域の方々が、島外での妊婦健診に要する交通費の一部を助成します。
　　※申請は甑地域各支所市民生活課で可能です。

 出産育児一時金　　

　�　国民健康保険の被保険者が出産したときに、申請により支給されます（子ども一人につき
39 万〜 42 万円）。原則として国保から医療機関に直接支払われます（直接支払制度）。
　※直接支払制度を利用せず、出産育児一時金を国保から受け取ることも可能です。
　　社会保険などにも同様の制度がありますので、それぞれの保険者にお問い合わせください。

 子ども手当　
　�　中学校修了まで（15 歳到達以後の最初の３月 31 日
まで）の子どもを養育している方に子ども手当を支給
します。
　■手当の額（月額）
　　一人当たり　13,000 円
　　※�請求日の翌月分から支給（平成 22 年４月１日現

在において支給要件に該当している場合は、平成
22 年９月 30 日までに請求すれば、平成 22 年４
月分から支給されます）

　■支給月
　　�６月（４・５月分）・10 月（６〜９月分）・２月（10
〜１月分）

　■申請に必要なもの
　　●　�健康保険証（受給者名義）　
　　●　�振込口座の通帳（受給者名義）
　　●　印鑑（スタンプ印を除く）
　　●　�子どもの世帯全員分の住民票（子どもが市外に別

居している場合）

 子ども医療費助成　
　�　中学校修了まで（15 歳到達以後の最初の３月 31 日
まで）の子どもに係る医療費について、医療保険の自
己負担額の全額を助成します。
　�　ただし、ほかの医療費助成制度など（重度心身障害
者医療費助成、ひとり親家庭等医療費助成、生活保護
など）を受ける方は、対象となりません。
　■登録申請に必要なもの
　　●　�子どもの健康保険証　
　　●　�振込口座の通帳（保護者名義）
　　●　印鑑（スタンプ印を除く）
　■医療費助成の内容
　　�　医療保険の自己負担額の全額が助成されます。
　　�　ただし、付加給付金や高額療養費などの該当があ
る場合は、助成額から控除されます。

　　�　また、保険適用外の医療費については、助成対象
になりません（入院の際の食事、紙おむつ、病衣、
薬の容器代など）。

　　�　独立行政法人日本スポーツ振興センターによる災
害給付を受ける場合は、その制度が優先されます。

　■医療費助成の申請方法
　　 ▼県内の医療機関の場合
　　　�　受診するときに医療機関に受給資格者証を提示

（診療月から６カ月以内）すれば、後日自動的に
医療費が助成されます。

　　　�　診療月の２カ月後に振り込みとなります（遅れ
る場合もあります）。

　　 ▼県外の医療機関の場合
　　　�　医療費助成申請書に領収書を添付して申請（診

療月の翌月から６カ月以内）すると医療費の助成
が受けられます（診療月の翌月の 10 日以降に申
請できます）。

　　　�　なお、領収書は、患者名・受診日・医療機関名・
医療機関印・保険診療点数・金額の記載されたも
のが必要です。申請月の翌月に振り込みとなります。

 ヒブワクチン接種助成事業　
　�　小児の細菌性髄膜炎感染を予防するため、ヒブワク
チン接種について一部助成を行います。
　■対象者
　　　本市に住所があり、接種を希望する小児で
　　①�平成 22 年４月１日以降接種する小児
　　②�３カ月以上５歳未満の小児
　■助成額
　　１回当たり　3,000 円
　　※�接種後、助成額を差し引いた額を医療機関へお支

払いください。
　■接種スケジュール
　　①３カ月以上７カ月未満の乳児
　　　初回接種：通常３回（４〜８週間の間隔）
　　　追加接種：初回接種後、おおむね１年後
　　②７カ月以上 12 カ月未満の乳児
　　　初回接種：通常２回（４〜８週間の間隔）
　　　追加接種：初回接種後、おおむね１年後
　　③１歳以上５歳未満の幼児
　　　１回接種
　■接種場所
　　�　市内のヒブワクチン接種受託医療機関（ポスター
を掲示してあります）

　■その他
　　�　接種を希望する場合は、医療機関に予約が必要で
す。予約・接種の際は、必ず、母子手帳をお持ちく
ださい。

子どもが生まれるまでを支援します

助成などが受けられます

○窓口：市民健康課および各支所市民生活課（出産育児一時金については本庁国保介護課）

 新生児訪問
　�　助産師や保健師が家庭訪問して、赤ちゃんの様子をおうかがいしたり、母乳育児のこと、心
配ごと、不安について相談をお受けします。赤ちゃんが生まれたら、出生連絡票（健康診査受
診票綴内のはがき）を市民健康課および各支所市民生活課に送付または持参してください。

 離乳食教室
　�　離乳食のすすめ方や作り方を楽しく勉強します。日程は３カ月児健診通知時にお知らせします。

 母子相談
　�　保健師・栄養士・歯科衛生士が、子どもの発育・発達に関する相談や母乳に関する相談をお
受けします。事前の予約が必要です。

 子育て講演会
　�　子どもを取り巻く人たちみんなが笑顔になれる講演会です。開催の時期や内容は広報薩摩川
内や新聞、ポスターなどでお知らせします。

 母子保健推進員
　�　妊娠・出産したお母さんや、お子さんをお持ちの家庭を、訪問したり電話したりして、子育
てのお話を聴かせていただきます。

○窓口：市民健康課および各支所市民生活課

困ったときに相談できます

○窓口：本庁子育て支援課および各支所市民生活課

○窓口：市民健康課および各支所市民生活課

健やかに育て
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○窓口：本庁子育て支援課および各支所市民生活課




